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米中対立やコロナ禍により保護主義の拡大が

懸念されているが，実は世界の FTAは着実に

増えている。2020 年 1 月から 2021 年 6 月末ま

での間に USMCA（新 NAFTA）など経済的

にもビジネスにも重要な FTA を含む 48 の

FTA が発効した。今年 1 月には RCEP が発効

し日本の FTA カバー率（貿易総額に占める

FTA発効相手国との貿易の割合）は約 70％に

高まった。FTA の数の増加だけでなく，サー

ビス貿易，投資，デジタル貿易，知的財産，国

有企業など FTAの内容も拡充している。日本

企業のグローバルな事業展開が進む中で第 3国

間の FTAの利用も増加している。

FTA を利用する企業が優位に立つ時代は終

焉し「FTA を賢く活用しなければ損をする」

FTA 成熟期が到来したとの認識に基づき，

「FTA を賢く活用するため」の手引きとして

本書はまとめられた。

本書は 3 部 15 章で構成されている。第Ⅰ部

「世界と日本の FTA 概説」は，不確実性が高

まる国際環境下での FTAの重要性と役割を再

考（第 1 章）し，世界の FTA動向を内容を含

めて概観（第 2 章）し，日本の FTAの現状を

戦略を含め評価（第 3章）するとともに日本企

業の FTA 活用状況と課題を論じている（第 4

章）。第Ⅱ部「主な FTA ルールとルール形成

のトレンド」では，物品の貿易（第 5 章），サー

ビス貿易（第 6章），投資（第 7章），デジタル

貿易関連ルール（第 8 章），知的財産，基準認

証，その他の非貿易分野（第 9 章）をとりあ

げ，基礎的な説明を行ったうえで新たな内容，

FTA 活用の方法と留意点などを詳細かつ具体

的に説明している。第Ⅲ部「主要国・地域の

FTA 戦略と動向」では，東南アジア（第 10

章），中国，韓国，インド（第 11 章），米国（第

12 章），EUの通商戦略と FTA（第 13 章），中

南米（第 14 章），ロシア・CIS，中東，アフリ

カ（第 15 章）と世界を網羅して主要国・地域

の FTA動向，政策と日本企業の利用状況と課

題などを解説している。

本書の最大の特徴は，①日本企業はどのよう

に FTAを活用すべきかという視点で全体が貫

かれていることだ。ジェトロには年間 9000件

の FTA相談が寄せられており，膨大な企業と

の FTA利用相談から得られた貴重な「知」は

各章に盛り込まれている。次に，②物品の貿易

だけでなく，サービス貿易，投資，電子商取

引，競争，労働や環境に至るまで広範な分野を

取り上げ，判りやすく解説するとともにビジネ

スへの影響を具体的に解説している。RCEP，

CPTPP など最新の包括的な FTA を理解する

格好の手引きとなっている。③アジアや米国だ

けでなく，中南米，ロシア，アフリカの FTA

までをカバーしている。たとえば，アフリカに

進出している日本企業の多くが FTAを利用あ

るいは利用を検討しており，世界の最新の

FTA情報はますます重要となっている。

本書は，FTA に精通し世界各国地域の専門

性を有する多数の人材を擁するジェトロが総力

を挙げてまとめた最新かつ詳細な FTA活用の

必携書である。

（いしかわ こういち）
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